
緒 言

リンドウは露地作型が可能なため，コスト・省力面で

優れており，道内でも約 年前から転作作物の一品目と

して急激に作付けが増加した ）。しかし，近年では道内

の作付けは横ばいで，生産量は停滞している。また，全

国的にはリンドウの単価低迷により収益性も低下してお

り ），栽培法を含め改善が望まれている。

北海道は切り花用園芸品種の交配親に利用されている

エゾリンドウ（ ）の自生地であり ），

リンドウの生育環境に適すると考えられる。しかし産地

の栽培管理は，他県の技術を参考としつつも，手探り状

態にある。また，栽培品種は生産者が独自に採種・育苗

している場合もあるが，多くは他県で育成された苗を購

入しており，道内での適応性も不明である。今後道内の

生産強化と他県との競争に打ち勝つには，道内に適した

栽培技術を早急に確立し，品質安定化と所得増加を図る

必要がある。

以上より，本試験では北海道における育苗法，施肥法

の改善および半促成作型について検討したので報告す

る。

試験方法

．育苗法の検討

発芽率向上の検討

育苗法の検討には，在来系統から採取した種子を用い

た。シャーレ上に種子を各処理区 粒並べ，水または

ジベレリン（以下 ， ％液剤を希釈して使

用）に浸漬し， で 日吸水処理を行った。吸水

処理後シャーレに水を注入し，明所（約 ， 時間

日長）および暗所で各 で管理し，発芽率を調査し

た。

育苗培土の検討

日の吸水処理による休眠打破後， 種類の培土

を用いて 穴セル成型トレイに播種・管理し，定植期

の苗質について調査した。また各培土の土壌特性を調査

した。

灌水条件の検討

日， 吸水処理による休眠打破後，

穴セル成型トレイに播種した。播種後の灌水管理に

ついて，底面給水から頭上灌水に切り替える時期を発芽

揃い後および発芽揃い 日後に設定し，また播種から定

植まで常時底面給水および頭上灌水の計 処理区を設置

し，定植時の苗質を調査した。

．施肥法の検討
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窒素吸収パターンの経年的調査

スカイブルーながの（紫花，早生）， スカイブ

ルーしなの 号（紫花，中生） 市販苗を供試した。

年 月 日に場内圃場に定植した。施肥は産地慣行

に準じ，定植 年目以降緩効性窒素入り肥料（窒素 リ

ン酸 カリウム ％，窒素成分のうち約 割

（全量の ％）が緩効性）を用いて 月中旬に （窒素

） ， 月中旬に （窒素 ） ， 月

下旬に （窒素 ） 施肥した。定植後 年間

にわたり 月の窒素吸収量を調査した。

窒素施肥量の検討

南空知地域の生産者圃場において， 年定植の ス

カイブルーながの ， スカイブルーしなの 号（紫花，

晩生） を供試した。上記緩効性窒素入り肥料を用いて

標準施肥量より増肥した 区をもうけ、切り花品質を調

査した。

．半促成作型の検討

スカイブルーながの ， スカイブルーしなの（紫

花，中早生）， ホワイトベル（白花，中早生） 市販苗

を供試し， 年 月 日に南空知地域の生産者圃場に

定植した。定植 年目は産地慣行の管理を行い，定植

年目より慣行露地作型と半促成作型を実施した。定植

年目に切り花品質および収量について調査を行っ

た。半促成作型については図 に示した。

結果および考察

．育苗法の検討

発芽率向上の検討

播種後明所で管理した場合，低温処理により播種後

日目に ％の発芽率が得られた。吉池は低温処理期

間について ヶ月で検討しており，休眠打破されると報

告している ）が，処理期間は 日以上であれば問題ない

と考えられた。また 処理の併用により発芽率が向上

し，処理期間が長いほど発芽促進効果がみられた。

暗所で管理した場合，低温と 処理の併用区では発

芽がみられた。しかし低温処理のみでは処理期間に関係

なくほとんど発芽しなかった。そのため実際の栽培では

播種後覆土せず管理するのが適当と考えられた（表

）。

育苗培土の検討

培土 で育苗した苗は，茎葉部，根部共に乾物重

が最大で，生育が最も優れていた。 培土 で育苗し

た場合も，乾物重でやや劣るが 培土 と同等の生育

を示した。（表 ）。培土の特性を比較すると， 培土

と 培土 は 培土 より と固相率が低

く，有効水分量が多かった（表 ）。切り花用品種の交

配親であるエゾリンドウは，酸性土壌の湿地帯で群生す

ることが多く，適正 は とされている ）。ま

た含空気孔隙率が高い培土で生育が優れていることが報

告されている ）。 培土 は他県のリンドウ主要産地

で広く利用されており， ，固相率および水分保持特

性において 培土 と類似した特性を持つ 培土

のような培土が育苗に適すると考えられた。
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図 半促成作型保温処理概要

表 播種前処理および播種後処理が発芽率に及
ぼす影響（％）

処理期間
低温処理のみ 低温 処理

明所 暗所 明所 暗所

日

日

日

注 ）低温処理は の水道水に，低温 処理は
の に種子を浸漬

注 ）播種後 日目に調査し，種皮に亀裂が見られたも
のも含め発芽率と表記した

表 セル育苗培土が定植時苗質に与える影響

培土 対葉数 最大葉長（ ）
最大葉幅
（ ）

根長
（ ）

乾物重（ 株）

葉茎部 根部



灌水条件の検討

播種後 日で発芽揃いとなった。定植時の苗質は 発

芽揃い後 日まで底面給水 区が対葉数，葉長，全根長

において他 区より上回り，最も生育が優れていた。逆

に 定植まで底面給水 区で最も生育が劣り，また苗の

欠株率が ％で，他区の ％以下に対して高かった。灌

水作業の負担を軽減し効率的な育苗を目指すには，発芽

後 日前後を目安に底面給水から頭上灌水に切り替える

のが適当であると考えられる（データ略）。

．施肥法の検討

窒素吸収パターンの経年的調査

窒素吸収量は両品種とも定植 年目で ，

年目と 年目で となった。特に定植

年目と 年目の 月の吸収量は窒素 以上

であった。これに対し 月中旬の基肥量は窒素

であるが，産地慣行肥料は窒素成分の約 割

（全量の ％）がロング 日タイプで，速効性は期待で

きない。そのため追肥時期の 月中旬までは，吸収量に

対して施肥量が少ないと考えられた（図 ）。さらに

月に追肥を行っているが，この時期には一部の晩生品種

を除いて既に採花が終了しており，肥料の溶出および植

物体の養分吸収から考えると追肥時期として不適当と考

えられた。従って生育初期の吸収量に見合う窒素を供給

し，肥料の利用効率を高めるには，採花後の追肥を基肥

にふりかえ，窒素 施肥するのが適当であると

考えられた。

窒素施肥量の検討

定植 年目と 年目の窒素吸収量について，早生品種

スカイブルーながの は 月まではほぼ直線的に増加

し，中生品種 スカイブルーしなの 号 では 月以降

鈍化する傾向が見られた（図 ）。そこで，早晩性の異

なる 品種について施肥試験を行った。 スカイブルー

ながの では，標準の窒素施肥量に対して増肥しても，

切り花長および開花段数に差はみられなかった。しかし

晩生品種 スカイブルーしなの 号 では， 月の追肥

のみ 増肥すると，切り花長および開花段数が

増加した（表 ）。このため晩生品種では 月の追肥量

の増加が切り花品質向上に有効と考えられた。具体的な

施肥量については今後さらに検討が必要である。

．半促成作型の検討

採花期，切り花品質および採花本数

半促成作型では露地作型より全ての品種で萌芽期が約

ヶ月早く，採花期も 日前進した。（表 ）。これ

により，半促成作型は露地作型では採花できない時期に

採花が可能となり，作期拡大に有効であった。

半促成作型の切り花は露地作型より切り花長が長くな

った。開花段数は スカイブルーながの で露地作型よ

りやや少なかったが， スカイブルーしなの および
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表 各培土の土壌特性

培土
三相分布（％ ） 易有効水

（ ）

難有効水

（ ）

有効水

（ ）気相 液相 固相

注）培土 の についてはカタログデータ参照

図 窒素吸収量の推移
注 ）窒素吸収量は各月の植物体の窒素含有量から

前年度秋（ 月もしくは 月）の植物体根部の
窒素含有量を差し引いたものとして算出

注 ）基肥として緩効性窒素入り肥料 （窒
素 ）を施用

注 ）基肥溶出量は月平均気温より推定

表 施肥量が早晩性の異なる切り花品質に及ぼ
す影響

品 種 処理区 切り花長
（ ） 開花段数

スカイブルーながの
標準

増肥

スカイブルーしなの
号

標準

増肥

追肥増肥

注 ）効性窒素入り肥料を使用， 月の追肥を基肥に振
りかえて実施

注 ）標準区 基肥 追肥 （窒素 ） ，増
肥区 基肥 追肥 （窒素 ） ，追肥
増肥区 基肥 追肥 （窒素 ）



ホワイトベル では露地作型より多く，露地作型と同

等以上の切り花品質であった（図 ）。

半促成作型の定植 年目の採花本数は，露地作型

と比較して， スカイブルーしなの では多く， ホワイ

トベル では同等であった。 スカイブルーながの で

は規格内本数がやや減少した。しかし スカイブルーな

がの の半促成作型では，採花期が市場流通量の少ない

時期であり，規格外の切り花でも十分販売可能であっ

た。そこで規格外の切り花も採花本数として算定する

と，露地作型と同等以上の出荷量となった（図 ）。

経済性および作業性評価

スカイブルーながの において， 年の半

促成作型切り花の市場販売単価は年平均 円 本以上と

なり，露地作型の 円 本と比較して高かった（データ

略）。半促成作型では，ハウス設置などにより，露地作

型より年間約 万円 コストがかかるが，定植 年

目と 年目の所得は露地作型が 万円 に対し半促

成作型は 万円 以上となった（表 ）。このため所

得向上についても 年目以降の半促成作型が有効であっ

た。

半促成作型での作業は，露地作型の管理に加えハウス

設置に 時間 と，ハウス外張り，内張りおよびそ

の撤去に 時間 を要した。また日中のハウス内気

温上昇に伴う換気作業に 時間 要した。しかしハ
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図 半促成および露地作型の切り花品質比較
（ 年平均）

図 半促成および露地作型の採花本数
注 ） スカイブルーながの 半促成作型では，採花

本数を開花段数が 段（ 規格，ただし茎径が
段の切り花と同等）以上の切り花とした

注 ）その他の品種・作型では，採花本数を開花段
数が 段（ 規格）以上に限定した

表 スカイブルーながの 半促成作型におけ
る経営費と収益（千円 ）

年
（定植 年目）

年
（定植 年目）

年
（定植 年目）

露地作型
年間平均
（ 年）

諸材料費

減価償却費

流通経費

その他

費用合計

粗収益

所得

所得率（％）

注 ）露地作型は空知南西部地区農業改良普及セン
ター（現空知農業改良普及センター空知南西部
支所）によるりんどう経営試算を参照

注 ）露地作型は ビオラ （ スカイブルーながの
スカイブルーしなの を含む紫花系の総称）の
粗収益および所得

表 品種別，作型別萌芽期および採花期 （月 日）

年次 作型 萌芽期
採 花 期

スカイブルーながの スカイブルーしなの ホワイトベル

年
（定植 年目）

半促成 （ ） （ ） （ ）

露地

年
（定植 年目）

半促成 （ ） （ ） （ ）

露地

年
（定植 年目）

半促成 （ ） （ ） （ ）

露地

年間
平均

半促成 （ ） （ ） （ ）

露地

注）（ ）内は露地作型との採花期の差（日）



ウス設置は単年のみの作業であり，ハウス被覆，撤去，

換気も自家労力で対処可能と考えられた（データ略）。

．北海道における栽培指針の提案

以上から道内におけるリンドウの栽培指針を図 に示

した。本試験では北海道の気象特性に基づいて行ってお

り，施肥法および半促成作型の導入についての結果を従

来の栽培管理技術の改善や組み合わせに活かすことによ

り切り花品質や所得向上への貢献が期待される。
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注）枠内は慣行との改善点及び新たな栽培技術

図 りんどうにおける栽培指針
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